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目的　為‘羽吠魅‘＝お't%衣縁ヽIt身体･of動,=っ^Z絶えぢ戮勤き繰l＆こ，衣練，^勿的美し

.^き発現している。こ<)＆うな集勧摯刺は漑獣貝群･・余りこ寮つてり1こt ダ, 'i.-y根勅

吠呼た鮮紅方1"ことI- S.りt: 明らかI- なれてw i ．*一烏芒lift- C ，木平‘゛係衝L£や地

色色<B5^下さ世‘^と市は橡7勅＆繰返こながヽヽ'0一略の勧化角複にー置< ．亭雅七はこのよ

うねヽ敷勤溥勧心ち, 倚,バい南布直後，7布・曲･い状%､を観勢0 , 乏o運徊吠聴・鮮鳶と

祗政乍。

実雅こ少ヽ平ヒ蕉舟Lも布祠i杵台色取') 紙% ヒキは峰F し乖の^、こ。秀下津ﾉ湖吠地色ス

ドボ橡島乙(発e向融　a 0 I 利/･ 発光喩向゜ヽけり｀), 嘉"F旦後゜今わ靫ゲ角度包剛気

し乍・　冷光借篆の一例芭示岑こ方図の恥く-i-あ^ 、い温‘X布のだ哨斤竜右禾キ)
怖気布。曲･) 角胞,ぶ観潮鳴向ヒ妾こ曳化方-，

こi・tヽら, これ芭一抹‘り匍逼退ヽ軋t しことらえ，

柘璋性的モデ･レfc こり

(P布の曲ヴ爾隻り吟向依れ(t vt､9う一方向ビ3コ

　々in CM: i ，

②布・)和坪性的デしとこ乙R一零泰£デ･しぜ

　＠三零参モデ･しがちt ら"iv.･%，

外S と之，t'　d､邨末こ衆,縫ヒこ差£H吋P.286('7^)

　　　　　　^･'1　ゝ愈眩砂嵐(tを庫なりf5､^S)
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　B－20 布の曲げ特疫に関t &研犯

　　　　一片詩ばリ状のあの振動乙力学特疫との関係につv＼マ―
　　　　　　　　　艶泉女子短大　　　泉　加代子

　目的　衣fig.(7)シル1.ット形成には, 曲ボかたさ奴欠き七I服割戈果たしているが、さらに

着雨着の動作に伴なう布の動きによって美しさは影響される。'iこで、片鋳ぼり状の布の

担由落下It おける振動製態と曲似･り形杖包蔵恢し、最大曲ず角嵐・振幅・周期など乙、力

孚悔底および弾力感乙の関係について薫討した。

　方法、試料は. ツ-ル。ツール･ ポリエ入テル混紡の紳土用ﾇ､－ツ地6 も遭を用いた.

試験片の大きさは、怯2ポ。、冽効長仙cm で, 試験片の一端^固虹し、他端戈水平玖徳力、

ら落下さ也て振動していい丈能包8ミリカメ､ラで撮影し( fe与コマ／sec.) .　1コマニ･'と

に布の自由端乙固定端乞結ぶ角度き測定し、振動曲練i戴めた。また、力參特疫の計剥＼i

KE S - F計5lSlシ又ラム､包雨い、引張'.) ■曲ボ・せん町■ 灰塵・表* の蒔底値おX び基れ

力俘特岨の組砂名ヽわ也^i t れめ、これらの磋乙振動lておIt る最大曲ボ角友eM.振幅乱一も

周期丁巴の関係苫調べた.

　銘菓　８ミり撮影の結集。布は減衰振動して最終曲寸’滴嵐lこ落ち羞くことi]＼"わ力り化.

最大曲＼r角度如、振癌尤､一危に＼i.単屋面藪当リの璽さに封すう曲けヽ｀剛岨バ沁/、曲ず変形

における弾底良介乙ヒヌ､サリシ入欽奪の比州弓B加関与レこれらの4tか欠きい13. ど垂れ

下が"）1'くく. 振幅力帽ぐい。また. 周期も雅払< ,振動か旱人jk. まる。最齢曲ボ角農に

落ち着乙Iでの時笥には臍､て2賤砲・値但関与し1 ＼ヽhz Y.などびわ力いた.さらに、こ

れらは手触りにぶる弾力彪の繊弱r. も関連ブけうれた。




